

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の期待です。これを二重負担と言います。どちらか一方だけでは半人前と思われます。それに比べれば、私たちの世代は 仕事を持てば家庭を持てず、家庭を ば仕事は持てない いう で どちらか一つしか選べませんでしたが、逆にどちらか一つで勘弁してもらえました。けれど






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































新卒一括採用をやめない企業は、本気 取り組んでいると 信じな と言ってきたのです。でもそれをや られない。やめられないのはそれをやめると、その後の査定評価 会社全体のシステムに影響が出るからす。だから変えられ い、止まらない いう慣性 惰性でもってきたのです。その結果何が起きた
かというと、これは経済学の専門用語なので






























































































これが循環すると経済の好循環といって、アベノミクス三本の矢の三本目になります。でも れでは甘い、 うのは、この市場は国境 閉じていないからで 日本国内 経済の好循環が起きたら日本は持ち直かもしれません 、グローバル市場でこ 競争が起きたら結果はどうるでしょうか。日本の大企業がこのまま変化せずに たら じり貧で巨艦沈没していくでしょう。ですから私は若 人たちには、泥舟 運命を共にして心中する必要は い 沈み掛けた泥舟からは早くに出た方が勝ちかも知れないと伝えています。今の日本はどんな状況 すかと聞かれたらこう言っています。沈んでい
く泥舟の上で博打をしている、と。株



















































長時間労働の廃止です。労働時間を短縮しなくても から 男女とも定時で帰れるようにすればよいのです。定時で帰れば保育所のお迎えにも行けます。第二に、年功序列をやめる、したがって新卒一括採用もやめる。第三に同一 同一賃金の原則に従う。雇用区分
に関わらず、同













































































う説明しています。日本 は労働市場において、ジェンダーが他の諸国における人種や階級の機能的な代替物の効果を果 して る 。だから女にしわ寄せがくるということに ります。
　
ところで子どもを生むとはどういうことかと言えば、生殖年齢の若い


























































































































































































































































































































































たりすると、必ずと言っていいほど、他 女性から攻撃的な意見が多く見られるなと思ったり か。分かりやすく言えば、しゅう と嫁の関係だったりとか。なぜか僕は女性間がい み合って ると ろ と思っていて、それがすごく悲しいと思 ました。な 、今後 れから女子の生き方として、一つやらなければならないことは、 回女性の新しい生き方みたいなものを許していく なのかなと僕は感じました。先生はどうお考えでしょうか。上野
　
はい。女性のためにご親切に言ってくださっているんですね。女
の敵は女と言われて、事実あなたが言ったよ なこともありますが 講演の中で私が紹介 ように、私たち あな をこんなにつら 目に合
わせてごめんなさい、というような、女性をサポートする
女性もどちら


































































もし人生のピークで死にたかったら早死にするしか い。今、日本の権力のピークにいる人は安倍さん いう人だけど、彼の権力はポストに付いた権力で、人 付いた権力ではないから、ポストか 降 たらただの元権力者にすぎません。 ずれ認知症にもな れるでしょ し 要介護にもなられるでしょう。サッチャーさんもレーガンさんもそうなりました。そうすると長ーい下り坂を下りていくときに、かつ 自分が権力者だっ こと、かつて自分が勝ち抜 たことは自分を助けてくれるだろか。勝ち抜くためには一体何を犠牲にしてきただろうか。私は が勝ち抜き戦に ことだけで生きていくということがい
いことだと思わ























































































































































































































































聞いて、女性なので自分の未来 希望を持て の すけど。人の心配をしている場合では いんですけど、例えば親の立場になったときに、残業のお
かげで生きていられる方たちとか、あと大学に幸いにも通えてい










































































これから先その負債を背負う立場にいる 何とかするという対策を考えていかなければなりません。だから本当はこの世代 アンダークラスになったロスジェネ世代から、ちゃんとした政治的なリーダーや政治家が生まれてほしいと私は思っています。そうでないと日本に重いツケがこれから二十年、三十年後にまわって来ま もっと上の世代 はどういう とが起きたかというと あ たが心配した おり、今 八十代から九十代ぐらいのおじいちゃん、お あちゃんたちは、年金は年金でも国民年金しかも えない人 す。農業のような自営業者が多くて雇用者が少な 世代だ で
す。国民年金だと月額最大七万円ぐらい
ですから、食えません、その人たちはどうして だけしかも えないかと言うと、制度設計した何十年か前の役人が、自営業者には定年がない。だから小遣い程 でいいと思って たということです。年金だけを主たる生活の財源にして生きる年寄りがこれだけ増える は、本人たちも予想しな ったし、政治も予想 なかったツケを私たちは今払わされているんです これは全部人災です。お天気みた に勝手に変る自然現象ではありません。私たちは未来を考える とができる 想像
す
る
こ
と
が
で
き
る
し、
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
勉
強
し
て
く
だ
さ
い、
社会学は役に立ちます。竹内
　
ありがとうございます。お後がよろしいところで。皆さま本日は
本
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て上野千鶴子先生の講演会を終了と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。
上野先生、本当にありがとうござ ました
。（拍手）
二〇一九年七月九日
（火）
　
名古屋外国語大学
 七〇一教室
17
